
 

 

 

会 議 録 
 

会議名 令和６年度第１回愛川町地域公共交通協議会 

開催日時  令和６年４月２２日（月）午後２時００分～午後３時００分 

開催場所  愛川町役場２階 ２０１会議室 

出

席

者 

委 員  １６人 （別紙のとおり） 

その他   １人 （代理出席） 

事務局   ３人 （政策秘書課長 他２人） 

会議次第 

 

１ 開 会  

２ あいさつ 

３ 法定協議会設立の経緯について 

４ 議題 

（１）愛川町地域公共交通協議会規約について 

（２）愛川町地域公共交通協議会事務局規程及び財務規程について 

（３）令和６年度事業計画及び収支予算（案）について 

（４）愛川町地域公共交通計画策定事業について 

（５）愛川町町内循環バスの運行事業者の変更について 

５ その他 

６ 閉 会 



 

 

審  議  経  過 （ 1 ／ 3 ） 

※審議の要旨は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

次第１ 開 会  

次第２ あいさつ 

次第３ 法定協議会設立の経緯について 

●（資料１に基づき説明） 

次第４ 議題 

（１）愛川町地域公共交通協議会規約について 

●（資料２に基づき説明）【質疑なし、原案のとおり承認】 

（２）愛川町地域公共交通協議会事務局規程及び財務規程について 

●（資料３に基づき説明）【質疑なし、原案のとおり承認】 

（３）令和６年度事業計画及び収支予算（案）について 

●（資料４に基づき説明）【質疑なし、原案のとおり承認】 

（４）愛川町地域公共交通計画策定事業について 

●（資料５に基づき説明） 

○（委員Ａ）計画作成の一部を委託するという認識で良いか。 

●計画策定に係る調査事業等を委託する。計画の方向性等は協議会で決める。 

○（委員Ｂ）広域的なバス路線も計画に位置付けるのか。 

●お見込みのとおりである。 

○（委員Ｃ）当麻経由のバス路線の設置なども考えられるのか。 

●今後ニーズ調査等を行っていく中で、必要があれば本協議会で検討を行う。 



 

 

審  議  経  過 （ 2 ／ 3 ） 

○（委員Ａ）町内循環バスは町内を走るという前提のネーミングであるから、あり方検討と

併せて名称についても見直しをした方が良い。 

●運行内容を見直す中で、広域運行等を行う際などには、提案のとおり見直してまいりたい。 

○（委員Ｄ）全国的に路線バスの減便等が相次いでいる。現在の社会情勢を踏まえて、将来

的に神奈中でも同様の問題が発生するのか。また、バス路線網の検討にあたっては、小田急

多摩線の延伸についても念頭に置く必要がある。 

○（委員Ｅ）2024 年問題により多くの運転手不足が予想されているところである。このため、

持続可能な地域公共交通の実現に向けて、地域の多様な関係者が連携しながら取り組んでい

くために、法定協議会を設立させていただいたところである。 

○（委員Ｂ）小田急多摩線の延伸の話があったが、先般、住民団体合同で関係機関に要望活

動を行ったところである。相模原市としては、小田急多摩線の延伸を踏まえた相模原駅北口

の土地利用構想の検討を行っているとのこと。さらには、リニア中央新幹線の新駅設置も延

伸実現に向けた大きなステップとなる。 

○（会長）計画作成にあたっては、鉄道などの長期的な取組みと高齢化への対応など喫緊に

対応する必要のある短期的な取組みを整理していく必要がある。 

○（委員Ｆ）路線バスの状況として、2024 年問題へ対応するため、本年３月に愛川町を所管

する厚木営業所、厚木北営業所の始発、終バスを対象に減便したところである。運転手の採

用に力を入れているところであるが、現在のバス路線を維持するのは難しい状況である。地

域公共交通計画の作成にあたっては、地域交通の維持に向けて、路線バス以外の移動手段   

も含め地域の関係者の皆さんで議論を進めていただきたい。 



 

 

審  議  経  過 （ 3 ／ 3 ） 

○（委員Ｄ）三浦市で実証しているライドシェアなどもよく研究していただきたい。 

【原案のとおり承認】 

（５）愛川町町内循環バスの運行事業者の変更について 

●（資料６に基づき説明）【質疑なし、原案のとおり承認】 

次第５ その他 

●株式会社いなげやとの協定締結について説明 

次第６ 閉会 



 

令和６年度第１回愛川町地域公共交通協議会 出席者名簿 

 

№ 選 出 区 分 氏  名 団体・役職等 出欠 

１ 学識経験者 鈴木 文彦 
交通ジャーナリスト 

日本バス文化保存振興委員会理事長 
 

２ 公共交通事業者等 小堤 健司 
一般社団法人神奈川県バス協会常務理

事 
欠 

３ 公共交通事業者等 小嶋 光行 
一般社団法人神奈川県タクシー協会理

事 
 

４ 公共交通事業者等 橋山 英人 
神奈川中央交通株式会社運輸計画部生

活交通担当課長 
 

５ 道路管理者 磯辺 隆行 厚木土木事務所工務部長  

６ 公安委員会 千葉 正広 厚木警察署交通第一課巡査部長  

７ 地方運輸局 宿谷 幸利 
国土交通省関東運輸局神奈川運輸支局

首席運輸企画専門官 
 

８ 

一般旅客自動車運送事業 

者の事業用自動車の運転 

者が組織する団体 

河口 健 
神奈川県交通運輸産業労働組合協議会

幹事 
 

９ 地域公共交通の利用者 古座野 茂夫 愛川町区長会会長  

10 地域公共交通の利用者 大泉 哲郎 愛川町中学校校長会会長  

11 地域公共交通の利用者 馬場 洋一郎 愛甲商工会副会長  

12 地域公共交通の利用者 荒井 英明 
神奈川県内陸工業団地協同組合専務理

事 
 

13 地域公共交通の利用者 馬場 紀光 県央愛川農業協同組合代表理事組合長  

14 地域公共交通の利用者 足立原 善司 愛川町老人クラブ連合会副会長  

15 地域公共交通の利用者 岡部 真由美 愛川町身体障害者福祉協会副会長  

16 地域公共交通の利用者 齋藤 光枝 愛川町婦人団体連絡協議会理事  

17 関係する行政機関 中津川 宗尉 
神奈川県県土整備局都市部交通政策

課副課長 
欠 

18 
計画を策定しようとする

市町村 
小川 浩幸 愛川町総務部長  

 


